
 

 

 

 

 

 

 

 

  立方晶の配向度関数は全ての極点図で０．３３３ 
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概要 

 材料の底面配向として配向度関数が用いられている。 

  

 この計算式はＣｕｂｉｃに適用するとどの材料でも０．３３３になります。 

 若し、０．３３３にならない場合、測定に問題があるか、補正に問題があります。 

 又、粗大粒などのように正確な測定がされていない場合もあります。 

 以下に、測定や補正が正確に行われたとして、どのような極点図でも０．３３３が計算されるか 

 シュミレーションを行ってみます。 

 評価極点図として、 

  ＬａｂｏＴｅｘで非対称極点図を作成し 

  ＣＴＲソフトウエアのＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎで評価 

  極点図の軸回転を行い再評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによる極点図作成 

  

 

 ＬａｂｏＴｅｘではＣｕｂｉｃの為、配向度計算は出来ません。 

   Ｅｎａｂｌｅになりません。 



極点図のＥｘｐｏｒｔ 

  

ＥｘｐｏｒｔされたＴＰＦファイルからＴＸＴ２ファイル作成 

  

 Ｅｘｐｏｒｔされた極点図 

  

 ＬａｂｏＴｅｘのＴＤは右側、上記極点図は左側 

  β方向のデータ並びが逆になっています。 

 

 



Ｅｘｐｏｒｔされた極点図の配向度計算をＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎで計算 

  

 ０．３３３３３３－＞０．３３３９はテキストデータの桁落ち 

 ＮＤ，ＲＤ，ＴＤ全て同一と考えられます。 

 

ＬａｂｏＴｅｘからＥＸｐｏｒｔされたＴＰＦファイル 

  

 

 

 

 

 

 

 



極点図ＴＸＴ２の軸回転 

  

ＲＤ軸１５度回転－＞ＴＤ軸２５度回転－＞ＮＤ軸３５度回転の配向度計算 

  

 ＮＤ，ＲＤ，ＴＤ共、ほぼ同一に計算されています。 

結論 

 Ｃｕｂｉｃの配向度関数はＮＤ，ＲＤ，ＴＤ共、同一の値を示します。 

 



結晶系による底面極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


